
テ レ ビ 静 岡 は 、 番 組 の 適 正 化 を 図 る た め の 審 議 機 関 「 番 組 審 議

会 」 を 設 け て い ま す 。  

こ の ペ ー ジ で は 番 組 審 議 会 の 議 事 の 概 要 を お 知 ら せ し て い ま す 。

現 在 、 テ レ ビ 静 岡 で は 県 内 在 住 の 8 名 の 方 に 審 議 委 員 を お 願 い

し て い て 、 毎 月 １ 回 （ ２ 月 、 ８ 月 は 休 会 ） 番 組 に つ い て 、 ご 意

見 を う か が い 、 番 組 制 作 の 参 考 に さ せ て い た だ い て い ま す 。  

テ レ ビ 静 岡  ２ ０ ２ ６ 年 ６ 月 度  番 組 審 議 会 概 要  

― 開催日時 － 

 

６月１１日（木）1４時～ 

 

― 出席委員 － 

 

戸﨑 文葉 副委員長 上柳 正仁 田村 敏広 志田 倫子 

  大木 由美子 大森 準  ※高木委員長、河原崎委員は欠席 

 

― 議   題 ― 

 

番 組 名   あとつぎ  ～老舗酒店 四代目の歩み～ 

放送日時   ２０２６年５月３１日（日）午後１時３０分 

 

制作著作   テレビ静岡 

 

 

 

 



― 番組内容 ― 

 

街の酒店が激減する中、会社をやめて家業の酒店を継いだ四代目店主。 

先代と衝突しながらも、芋焼酎造りなども進め地域の人たちとともに歩み始めた。 

描く未来とは？ 

 

― 審議概要 ― 

 

◎事業継承という重いテーマながら、主人公の試行錯誤や苦悩が閉塞感なく 

前向きに描かれ、爽快感があった。ひとりの後継者の問題でなく大きな課題を 

映し出した良質のドキュメンタリー。 

 

◎主人公には、ほうっておけない魅力がある。故郷や駅伝など「伏線」だらけで 

ドラマを見ている感覚で視聴した。 

 

◎利き酒や打ち合わせの場面は、対象に入り込まないと取材できない。密着できた

取材力はすごい。 

 

◎彼は、ただ店を継いで苦しんでいるわけではない。持っている自分なりの 

「術」を説明した方が事業継承の進捗がわかりやすかった。 

 

 

 

以上、制作部門にフィードバックし、今後の番組作りに活かしてまいります。 

 

次回の番組審議会は 202６年７月９日（木）の予定です。 


